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緲 一　般 ．講 演

られ る 。 ミ F
’
コ 立 ド リ ア を蛋 白質 に よ り分画す る と

脂蛋 白分画 に 45％ の 放射活性が認め られ た 。 な お 音

波処 理 で得 られ る膜断片は ATP ア ーゼ 活性が 非常

に 高 い の で チ ロ キ シ ン の 第
一

次効果 は ATP ア ーゼ

活性部位 へ の 結 合 で あ る か も知れ ぬ 。

ミ トコ ン ドリア の 蛋 良合成 と RNA 　 H

　　　　　　 腰 　　原　　英　　利

　　　　　　　　 （東大 ・理 ・動 ）

　 ラ ッ テ 肝 ミ トコ ン ドリア を 0．3Msucrose 　O．03

Mnicotinamide 　 O．002　M 　EDTA 溶液 で 分離 し ク

ロ レ ラ蛋 白加水分解 ア ミ ノ 酸 （
iic 　labeled） を加え

酸化的頃酸化 を行え る条件 で ミ トコ ン ド リア 蛋 白部

分 へ の radioactivity の 取 り込 み を見た o ア ミ ノ 酸

活性化 を思 わ せ る NHsOH
，
　 PP に よ る 阻害が 見ら

れ，外 よ り加 え た RNA で は ミ トコ ン ド リ ァ RNA

が特に ア ミ ノ酸取 り込 み を増加 せ し め た 。 こ の 増加

は RNA の どの 様な働 きに よ る か を知 る た め に ミ ト

コ ン ドリア RNA の ア ミ ノ 酸受容 と メ
ッ

セ ン ジ ャ
ー

RNA 的 な働 きが期待 さ れ る 。 先ず前者は外よ リ ミ

トコ ン ．ドリ ア RNA を加 えて RNA が ア ミ ノ 酸 を

受容 出来 る分画が Ecteola カ ラ ム に よ っ て 分 けら

れ る 事 を 見，後者 に 就 い て は 再生 肝 ミ b コ ン ド リア

RNA の
32P

の 取 り込 み が特 に 24hr 再生 肝 で 高 く

又 こ の 取 b込 み が 高 い 分画 が や は り Ecteola カ ラ

ム で 分 け ら れ た 。 こ の 分画 の 役割 に 就い て は 未 だ 実

験中で あ る 。 尚 ミ トコ ン ド リ ア の in　 vitro で の ア

ミ ノ 酸取 り込みは Green 等 K よる構造蛋 白及び不

可 溶 性 チ トク ロ ーム と 思 わ れ る分画 で あ っ た 。

免疫一電気泳動に よる ミノム シ の体液タ

ン パ ク 質の解 析

高岡　実 ・大井優一

（名大 ・教養 ・生）

’
1）オ オ ミ ノ ガ の 体液 タ ン パ ク質を電気泳動し ， B

PB で 染色す ftrr，雌 で は 4 区分 （陽極側か ら A ，

B ， C ，
　 D ； す べ て PAS 陽性，B は 極 め て 高濃度，

リパ ーゼ処 理 で 移動度低下 ， D は 螢光性），雄 で は

3 区分 （A ，G ，　 D ） が検出 さ れ る 。 し か し，雌 の

体液 を抗原 と して 得 た家兎の 抗
一オ オ ミ ノ ガ （♀）体

液一血 清 を 用 い た 免疫 電気泳動 法で は 雌雄 と も 4 つ

の 沈澱線が得 られ るの で ， 体液は 雌雄 とも4 つ の 区

分 か らな り，各区分の 濃度が 雎雄 で 極端 に 異な る と

結論 され る 。
2）チ ャ ミ ノ ガ の 雌 で は 4区分 （A ， B ．

G ， D は すべ て PAS 陽性，

『
B は 螢光性 ，

　 G は 極め

て 高濃度 で リパ ーゼ 処 理 で 移動度低下，D は 極 め て

低濃度）， 雄 で は 3 区分 （A ， B ，D ）が 検出され る 。

し か し，．家 兎 の 抗 一オ オ ミ ノ が （♀）体液一血 清 で ，雌

雄 と もA ， G 相当の 位置 に 2 つ の 沈澱線 が 得 られ る

の で ，両種 は体液中 に 互 に 抗原類似性 の タ ン パ ク質

があ る 。 し た が っ
て チ ャ ミ ノ ガ の 体液は ， 少な く と

も4 つ の タ ン パ ク質区分か らな り， そ の 濃度が 雌雄

で 極端 に 異な る こ とが推定され る 。

免疫
一電 気泳動に よるメダカ 卵タン パ ク

質の解析
　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　 大　　井　　優　　一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 モ　　　

　
　　　　　　　　　　　 ，　

　　　　　　 （名大 ・教 養 ・生 ）

　 メ ダ カ 成熟卵 の 水溶性 タ ン パ ク質は，寒天ゲ ル ー

電 気泳動 で 4 つ の 区 分 K 分 画 され る e 陽 匝側 か らA

B ， C 及 び D とす れ ば ， 諸 種 の テ ス トの 結果 か ら，

A は 隣
一
艚
一

タ ン パ ク 質，B 及 び G は 燐脂質
一
糖 一タ ン

パ ク 質 ，
D は A の 脱 礪酸 で 由来する艚 一タ ン パ ク質

と判断 さ れ る 。 受精直後の メ ダカ 卵 か ら調製し た水

溶性区分穹擁原 と して ．兎 よ り得 た抗
一
メ ダ カ 卵

一血

清 を用い ， 免疫一電気泳動で ， 成熟卵 ま た は 発生開

始後初 日 目 の 胚 の 水溶性 タ ン パ ク 質を調 べ れ ば ，そ

れ ぞ れ A ， B ，
　 G 及びD の タ ン パ ク質区分に対応す

る 4 つ の 沈 で ん 線が得 られ る 。 抗一
メ ダカ 卵

一血清 を

A 区分で 吸 着 さ せ る と， A と D に 対応す る 沈 で ん 線

は 形成 さ れ な くな る。 また抗血清 をD 区分 で 吸 着 さ

せ る と，D と A に 対応す る沈 で ん 線が 形成 ざれ な く

な る 。 B 及 び G の 区分 で 吸 着 させ る と，す ぺ て の 沈

で ん 線 が 形成 され な い
。 メ ダカ 成魚 の 血清タ ン ）Fク

質の うち，β1 及 び βh一グ ロ プ リ ン 及 び こ れ ら よ り易

動度の 低 い 他 の 2 つ の グ ロ プ リ ン の 計 4 区分 が 抗
一

メ ダ カ 卵一血 清 と反応す る。

　　　　　　 昆虫胸筋の 弛綬 因子

塚本雅子 ・長井幸史 ・秋由康一

（都立大 ・理 ・生，東大 ・理 ・動）

バ
ッ ク （LeCttsta　migrateria ）の 胸部 お よび後 肢
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